特定非営利活動（NPO）法人やましろ里山の会週刊ニュース13年8月01 日471号
夏の草刈シーズンが到来　
土用が過ぎ夏本番に突入しています。植物の多くは実りの秋を迎えるために今全力を絞っています。農業を営む皆さんは、畔の草刈に暑さ真っ盛りの中、雑草の刈り取りに精を出しておられます。里山の田圃も農園の畦も雑草との勝負時です。農園の畦はなんとかしのぎました。次は木津川マラソンの駐車場の広大な面積の草刈です。5月の新芽の頃の草刈そして7月後半の草刈、この間にクズが激しく繁茂するところの草刈を実施しなければなりません。とにかく雑草の成長に追いかけられながら頑張っています。防賀川の植樹をしたところも激しく雑草が繁茂しています。ここは植樹した直後2か月もしないうちに柳の2本を残して全部切り取られる事態となっています。添え木が残っているだけとなりました。残念ないたずらがされてしまいました。
里山農園　コスモスの種まき実施　　
　
5号地は一段高くなっているので府道の生駒井手線からも比較的見えやすいところになっています。中辻さんは地域の人々から評価や話題提供のできる作物作り、シンボル的な農園で、楽しい雰囲気がつたえられるような魅力ある農園を目指していきたいと話しておられました。その試みの一つ話題提供ができる農園としてコスモスの花がいいのではないかと家庭菜園で使い残してきたコスモスの種を6号地に幅広く巻いていただきました。昨年は初めてのこともありましたが、スイカの栽培に挑戦した場所です。3～5月にかけて水たまり化していた5号地に排水溝の掘削が完成したので冠水の恐れはなくなりました。色とりどりの花が咲きそろい風に揺れ動く姿が想像できます。これから夏草の時期になってきますが、しっかり芽を出せと激励したくなりますね。
パソコン教室過去最高の人たちが集合　15名　
先週のパソコン教室は過去最高の15名の皆さんがお越しになりました。めいめいがＰＣを持参して日ごろの打ち込みなどで思うように進められなくなって困っているといった解決方法を学ぶ場です。それぞれの課題をもって「これどうしたらいいの?」と次々難問珍問を出しながら、わかっている人がヨッシャヨッシャと丁寧に親切に教え合っています。常日頃何回も何回も同じ質問を繰り返すわけにもいかず我慢しているのですが、里山の会のパソコン教室は何回も気軽に聞けて楽しい雰囲気があると喜んでいただいています。播川副理事長が腕によりをかけて持参していただいているコーヒーの味は格別で、「これが楽しみに今日もきました」と、仲間が揃います。どなたでも気軽に遊び気分でお越しください。里山の会では打ちこんでいただける人が多ければ多いほど一人の分担量が少なくなります。決して強制ではありませんのでこわがらないでどんどん来てください。
近畿水の環境交流会　出席3名播川　日下　山村　
　　
由良川と言えばバスの屋根に乗って一夜を過ごした平成16年の洪水が話題になります。福知山で28年の13号台風が近年の最大の洪水といわれていますが、6ｍ近くの洪水になっています。この時の水面は2階の畳上1ｍでしたと、由良川べりの家屋を利用して治水記念館のボランティアの説明を聞きました。由良川は暴れ川と言われ、福知山市内は最も多くの浸水被害が毎年引き起こされる洪水常態地域でした。二階の棟木に滑車が吊り下げられていて、水かさが増えてくと、大切な品物を滑車を使って次々に引き上げられる生活の知恵がいかされています。どこの家庭でもこの地域では設置している貴重な水害への備えだそうです。
ツバメのねぐら入り観察会　下準備に　深田さん　　
宇治川の河川レンジャーの坂本さんに昨年御指導をいただきました。そこではヨシ原に入り込んだ燕の姿は日没後にはほとんど確認することができませんでしたが、フィールドスコープをポイントに設置していただくと見事にその姿を捉えることが来ていました。今年は里山の会手持ちのフィールドスコープを準備してポイントに設置して皆さんにヨシ原の燕を直接眺めていただこうと、深田理事長が事前に下調べに同行していただきました。ご参加いただいた皆さんには、きっと御満足知っていただけるものと確信しています。子どもたちには忘れることのない素晴らしい夏休みの経験になるものです。ぜひお越しください。
第31回京都木津川マラソン大会　実施の確認　第2日実行委員会　開催を決定　　事務所の移転も提案　
第31回の大会を開催に向けて募集要項の中で参加費の金額と募集人数の決定は最も重要な課題でしたが、それが決定されて、いよいよ出発進行です。近日の新聞報道によりますと京都市内で開催される京都マラソンは12000円で１０万円の寄付者優先といった記事がありました。木津川マラソン３１回目の開催の最大のネックは事務所の設置でした。各位がそれぞれ検討してきましたが、いずれも条件に無理があって、最終８月の初旬が決定のリミットとなり、ＮＰＯ里山の会事務所を共同使用することで双方が一致しました。８月１２日を移転日と決めて準備を進めることになりました。
会費納入について　
　
７月末の納入率は６３％です。年間活動で最も過密な時期が過ぎ秋の発表の時期、調査の時期、組織充実の時期へと移っていきます。７月８月は財政確立の時期です。特に会費納入を重要な課題として取り組んできました。7月末での未納者は４０％を切って３７％に到達していることはすばらしい前進です。未納入（メール：３６％、ＦＡＸ：３０％，手配り：１８％、電話：４４％）の皆さん納入を急いでください。御協力ください。今年は京都商工会議所の「京の七夕」への笹竹納入の金額が合わず、かなりの収入減が発生しています。

